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今後の予想を含めた最新の情報は、以下からご利⽤ください。
○ 気象警報・注意報（⼤⾬、洪⽔、暴⾵（雪）、波浪、⾼潮、⼤雪などによる災害への警戒・注意を呼びかける）

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=warning
○ キキクル(危険度分布)（どこで⼟砂災害、浸⽔害、洪⽔害の危険度が⾼まると予測されているかを地図上で表⽰）

⼟砂キキクル(危険度分布) https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:land 
浸⽔キキクル(危険度分布) https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:inund
洪⽔キキクル(危険度分布) https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood

○ 各地の気象情報（気象概況や⼤⾬の⾒通し）
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=information&element=information

○ 台⾵情報（台⾵の位置・強さ・速度などの解析・予報、⼤⾬や暴⾵の⾒通し）
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=typhoon

○ 指定河川洪⽔予報（国や都道府県の管理する主な河川の氾濫の危険度を予測）
https://www.jma.go.jp/bosai/flood/

○ ⼟砂災害警戒情報（命に危険が及ぶ⼟砂災害の発⽣が切迫したときに厳重な警戒を呼びかける）
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=warning

○ 最新の気象データ（⾬雲の動き（降⽔・雷・⻯巻ナウキャスト）、今後の⾬、⾬や⾵の観測データ、衛星画像）
https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/
https://www.jma.go.jp/bosai/kaikotan/
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/pre_rct/index24_rct.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/wind_rct/index_mxwsp.html
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=himawari

○ 14か国語による防災気象情報の提供
https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/multi.html

● 避難⾏動判定フロー・避難情報のポイント（内閣府（防災担当））
https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/pdf/point.pdf

● 新型コロナウイルス感染症が収束しない中での避難について（内閣府（防災担当）・消防庁）
https://www.bousai.go.jp/pdf/colonapoint.pdf

@JMA_bousai
気象庁公式の防災情報アカウントを

開設しました。台⾵接近や⼤⾬の
おそれがある場合等に、現況や今後の
⾒通し、防災上の留意点、緊急会⾒
の内容等を解説します。

気象庁HPのバナーをご利⽤ください。

関連資料の掲載場所
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「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）
に基づき気象庁において作成

※ 夜間〜翌⽇早朝に⼤⾬警報(⼟砂災害)に切り替える可能性が⾼い注意報は、警戒レベル３（⾼齢者等避難）に相当します。

５段階の警戒レベルと防災気象情報
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⼟砂キキクル
⼤⾬警報（⼟砂災害）の危険度分布

浸⽔キキクル
⼤⾬警報（浸⽔害）の危険度分布

洪⽔キキクル
洪⽔警報の危険度分布

「キキクル」の「災害切迫（⿊）」は、⼤⾬による災害がすでに発⽣している可能性
が⾼い状況であり、災害が発⽣する前にいつも出現するとは限りません。このため、
「⿊」を待つことなく、「紫」が出現した段階で、速やかに安全な場所に避難することが
極めて重要です。

「紫」が出現した段階で
速やかに安全な場所に避難する判断を︕

「キキクル（危険度分布）」を活⽤して早めの避難を︕



4参考資料「キキクル（危険度分布）」を活⽤して早めの避難を︕



5参考資料「キキクル（危険度分布）」のイメージ

 ⾬による災害の危険度を地図上にリアルタイム表⽰（気象庁ホームページ上で10分ごとに更新）
 ⼟砂災害・浸⽔害・洪⽔害それぞれの危険度を5段階に⾊分けして表⽰

洪水害浸水害土砂災害

災害は3種類 リスク情報と
の重ね合わせ

危険度は5段階

1km四方
の細かさで色分け

●洪水キキクル
洪水浸水想定区域を表示

●土砂キキクル
土砂災害警戒区域を表示洪水キキクルは河川

流路に沿って色分け

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

危
険
度

低

⾼
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①トップページのキキクル
（危険度分布）をタップ

②下にスクロールして
キキクルの「詳しく⾒
る」をタップ

ス
ク
ロ
ー
ル

③「現在位置取得ボ
タン」をタップ

④⾃分のいる場所の
危険度が表⽰

スマートフォン等の位置情報機能を活⽤し、⾃分のいる場所の「キキクル」を確認しましょう。
⼟砂キキクル
（⼤⾬警報（⼟砂災害）の危険度分布）

浸⽔キキクル
（⼤⾬警報（浸⽔害）の危険度分布）

洪⽔キキクル
（洪⽔警報の危険度分布）

⾃分がいる場所の「キキクル」を確認しましょう
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 暴⾵が実際に吹き始めてからでは、屋外での⾏動は命に危険が
及びます。

 特に⼟砂災害や洪⽔、⾼潮のおそれがある区域では、
⾵⾬が強まる前の早めのタイミングで対応をとることが重要です。

 ⾵⾬が強まるタイミングは、市町村毎に発表される警報・注意報
で確認することができます。

※ 平均⾵速は10分間の平均、瞬間⾵速は3秒間の平均です。
※ ⼈や物への影響は⽇本⾵⼯学会の「瞬間⾵速と⼈や街の様⼦との関係」を参考に作成しています。
※ 詳細は気象庁ホームページを御確認ください。（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html）

※ 内閣府政府広報オンラインより。

暴⾵警報の期間
強⾵注意報の期間

暴⾵による災害への備え



8参考資料突⾵や雷による災害への備え
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⾵の強さと吹き⽅
(平成12年8⽉作成）、(平成14年1⽉⼀部改正）、(平成19年4⽉⼀部改正）、（平成25年3⽉⼀部改正）、（平成29年9⽉⼀部改正）
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⾬の強さと降り⽅
（平成12年8⽉作成）、（平成14年1⽉⼀部改正）、（平成29年3⽉⼀部改正）、（平成29年9⽉⼀部改正）
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例えば「強い台⾵」と発表している場合、
・強⾵域の半径が500km未満
・中⼼付近の最⼤⾵速は33〜43m/s
・暴⾵域を伴っている

ことを表します。

なお、台⾵情報では暴⾵域を円形で⽰します。この円内は暴⾵がいつ吹いてもおかしくない範囲です。

台⾵の⼤きさと強さ

強さの階級分け
階級 最⼤⾵速（10分間平均）

（表現しない） 33m/s（64ノット）未満

強い 33m/s（64ノット）以上〜44m/s（85ノット）未満

⾮常に強い 44m/s（85ノット）以上〜54m/s（105ノット）未満

猛烈な 54m/s（105ノット）以上

⼤きさの階級分け
階級 ⾵速15m/s以上の半径

（表現しない） 500km未満

⼤型（⼤きい） 500km以上〜800km未満
超⼤型（⾮常に⼤きい） 800km以上

台⾵の⼤きさと⽇本列島との⽐較

超⼤型

⼤型

台⾵に関する情報の中では台⾵の⼤きさと強さを組み合わせて、「⼤型で強い台⾵」のように呼びます。
ただし、強⾵域の半径が500km未満の場合には⼤きさを表現せず、最⼤⾵速が33m/s未満の場合には強さ

を表現しません。
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高潮 2.8 2.8 2.2

⾼波・⾼潮による災害への備え
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台⾵により、

①気圧低下により海⾯の上昇
②⾵による吹き寄せ
③波浪による海⾯の上昇

の相乗効果により⾼潮の可能性が⾼くなります。
特に台⾵の進⾏⽅向の右側では⾵も強くなり、海⾯の上昇が起きやすく、特にV字型の
湾では奥に⾏くほど海⾯上昇が助⻑されます。
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天気予報では、１⽇を３時間ごとに区切って、表現しています。

防災気象情報に⽤いる時間細分の⽤語

時間帯 ⼀⽇の時間細分
００:００〜０３:００ 未明

午前中
０３:００〜０６:００ 明け⽅
０６:００〜０９:００ 朝
０９:００〜１２:００ 昼前

⽇中１２:００〜１５:００ 昼過ぎ

午後
１５:００〜１８:００ ⼣⽅
１８:００〜２１:００ 夜のはじめ頃 夜
２１:００〜２４:００ 夜遅く
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温帯低気圧と熱帯低気圧の違い

温帯低気圧 熱帯低気圧

寒気・暖気の
温度差をエネル
ギーに発⽣・発
達

熱帯の⼤量の
暖かく湿った空
気をエネルギー
に発⽣・発達

熱帯の海上で発⽣する低気圧を「熱帯低気圧」と呼びますが、このうち
北⻄太平洋（⾚道より北で東経180度より⻄の領域）または南シナ海
に存在し、なおかつ低気圧域内の最⼤⾵速（10分間平均）がおよそ
17m/s（34ノット、⾵⼒８）以上のものを「台⾵」と呼びます。

台⾵と熱帯低気圧との違い


